
 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃん訪問の話などを

聞いて、自分たちはたくさ

んの人に愛情をかけられて

育ったことが分かった。 

 

新しい命を授かることの重さを感じた。自分

の命や体ももちろん大切だけれど、新しい命も

同じように大切だから、責任をもって育児がで

きるようになるまでは、慎重な行動をしようと

思った。新しい命を大切にできる準備が整って

から行為に至るべきだと改めて確認できた。健

康で綺麗な体や環境は、大切にするべきだと思

った 

子どもをつくり育てるために必要なも

のは、「心」「体」「お金」「環境」の 4

つが大切。この 4 つがちゃんとできたか

ら、今の自分がいるのだと思い、家族へ

しっかり感謝して、これからも命を大切

にして生きていきたいと思う。 

 

 何かあったら、相談すると

いうことも、命を守る一つの

方法だと思った。 

 一人一人が、両親から授かった命を大切にして、間違っても、自分から命を捨てたりしな

いように、むやみに人を傷つけることが無いようにするべきだと感じた。 

講師：常滑市保健センター保健師 杉藤真由美さん 浅岡智子さん 

感
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平成 28年 12月 15日発行 【２・３年学校保健委員会の特集です】 
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前半は、「保健師とは何をする人？」、「保健セ

ンターってどこにある？」という話から始まり、妊

娠・出産、避妊の話。後半は、クイズ形式で、出産

から中絶、性感染症の話まで。「命」を大切にして

ほしいという思いが伝わるお話でした。 

 

 性感染症は、自分には関係ない

と思っていたけど、しっかり考え

ることが大切だと思った。 

かけがえのない「命」を大切にしよう 

 

  

 



 

「いのちの始まり～生まれる」までのＤＶＤを視聴した後、命の番人である「助産師の豊島美和

さん」から、産婦人科の現場の話を交えて「命について」語っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけがえのない「命」について考えよう！ 

 

２年 学校保健委員会「命の話」 

 

感 想 

受精卵に見立てた卵は、水の

中では、割れませんでした！ 

 

 辛くて苦しい思いをするのは、母親である

産む側だと思っていたけど、赤ちゃんもそん

な思いを抱え、共に戦っているのだというこ

とを知り、感動しました。私も体験している

のに覚えていない。不思議も感じた。 

私が、生命の誕生を学んだのは、小学校の理科と中学校の保健体育でしかなかったので、DVD

や助産師さんのお話で、初めてというほど、「命の尊さ」を強く感じた。母という仕事は、言

葉では表せないくらい大変で、命さえもかけている気がします。私は、よく、母に反抗してし

まうけど、一人しかいない私の母が私の命を育んでくれた重みを受け止めて、言動を改めよう

と思った。私も、将来、「母」という仕事をしてみたいです。 

1／300×１／2 億×9／10

そんなすごい確率で生まれてき

たことに奇跡を感じました。 

卵の実験では、羊水があると

無しでは、全然違っていて、羊

水のすごさを感じた。 

奇跡のような確率で受

精して、「命」が始まりま

す。受精卵は針の先で突い

たくらいの大き(0.2mm)

です。 

妊娠中は、普段より 10kg

ぐらい体重が増えます。体が

重くなるだけでなく足元が

見づらく、階段を降りるのも

大変。寝たり、体を起こした

りするのも大変です。 

お腹の中の赤ちゃん(胎児)は、

羊水で守られています。 

妊婦体験。「重い！」 

 

 

 
 

2 年 

学校保健委員会 11／29 

 体験をさせていただいたが、思った

よりずいぶん重く、立ったり座ったり

はもちろん、起き上がることすら、大

変だった。あれで仕事するのは、相当

辛い。自分の母は、3 人も産んだので

想像しただけでも大変だったと思う。

男なのであまり分からないが、できる

だけ支えてあげられる人になりたい。 

命の番人である

「助産師」は素晴ら

しいと感じた。 

講師：助産師 豊島美和さん 


